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秦野市議会第１回定例会(３月議会)が２月２５日から３月２４日の会期で

開催され、市長提出議案３６件、報告２件、陳情３件、議提議案１件など

を審議・議決し閉会しました。主な議決内容は以下の通りです。 

１.平成２８年度予算が決まる 
 平成２８年度予算の歳入は、平成２７年度と比較

し、個人市民税は給与所得の増加には至らず、また

法人市民税も税率引き下げの影響から減収の見込み

です。一方、新築や増築の増加により固定資産税と

軽自動車の登録税増加を見込み、市税収入全体では

前年度と同規模の 232億 2,000 万円が見込まれ、一

般会計予算は 497億 7,000万円という過去最高の予

算案が提案され、賛成多数で可決しました。 

市長は、今回の一般会計予算でプライマリーバラ

ンスが赤字(裏面)となった理由を「将来にわたり健

全財政を維持していくための『未来へつなぐまちづ

くりを前進させる』ための予算」としており、新東

名高速(仮称)秦野ＳＡに設置されるスマートＩＣ周

辺道路等の整備や鶴巻温泉駅南口整備、秦野駅北口

駅前広場整備、秦野駅南部(今泉)土地区画整理、ミ

ライエ秦野(定住化促進住宅)の入居者募集などの大

型投資を挙げています。私は、できる限りのプライ

マリーバランスの黒字化をお願いし賛成しました。 
＜一般会計予算で金額が大きい主な事業＞ 

事業名 予算額 

生活保護費 33 億 3,345 万円 

市債償還元金 31 億 9,294 万円 

児童手当費 25 億 8,337 万円 

介護給付・訓練等給付費事業費 25 億 4,000 万円 

民間保育所等関係費 24 億 4,097 万円 

国民健康保険事業特別会計繰出金 21 億 6,177 万円 

公共下水道事業会計繰出金 21 億    円 

介護保険事業特別会計繰出金 16 億 7,393 万円 

後期高齢者医療広域連合負担金 11 億 7,335 万円 

秦野市伊勢原市環境衛生組合分担金 9 億 3,063 万円 

鶴巻温泉駅南口周辺整備事業費 6 億 1,607 万円 

公立認定こども園費 5 億 1,497 万円 

秦野駅南部(今泉)土地区画整理事業費 5 億 1,033 万円 

クリーンセンター周辺整備事業費 5 億   344 万円 
 

＜主な新規事業＞ 

事業名 予算額 

公園施設管理費 4 億 3,141 万円 

定住化促進住宅事業費 2 億 5,027 万円 

(公益)秦野市スポーツ協会補助金 4,796 万円 

消防署西分署整備事業費 3,470 万円 

幼稚園型一時預かり事業費 1,460 万円 

地域生活支援拠点整備促進事業費 226 万円 

パサデナ姉妹校派遣研修事業費 117 万円 
 

２.小児医療費助成制度は小６へ(所得制限あり) 

昨年９月に開催された第３回定例会の議員提案

議案「小児医療費助成制度の拡充に関する決議(通

院助成を小学６年生かつ所得制限撤廃)」を受け、

今議会において、通院助成の対象年齢を小学６年

生まで拡大、但し所得制限を残した議案が提出さ

れ、賛成多数で可決しました。 

私は、文教福祉常任委員会での副市長の「議会

の決議を重く受け止めた上で、国の動向(国での負

担や医療ペナルティーの撤廃)ならびに近隣市町

の状況を注視しながら、早期に方向性を決める。」

という答弁を真摯に受け止め賛成しました。 

なお、実施は本年１０月からとなります。 

３.ミライエ秦野に住み助成金60万円 

企業の社宅跡地を購

入した定住化促進住宅

を「ミライエ秦野」と名

付け、家賃と住宅購入助

成金(限度額６０万円/

５年間)の提案がなされ

賛成多数で可決しました。なお、本年秋に募集を

始め、入居は来年１月からの入居を予定していま

す。入居条件は、所得が 15 万 8,000 円/月以上で

本市に定住する意思があり夫婦共に 35 歳以下、ま

たは小学校就学前の児童がいる夫婦となります。 
＜階層毎ごとの家賃＞ 

項目 階層 家 賃 

家賃 
１、５、６階 ４７，０００円 

２～４階 ４５，０００円 
 

☆☆☆ 市政相談は「やひろ伸二後援会」事務所まで ☆☆☆ 

 

議会だより 
連絡先： 

〒259－1304 秦野市堀山下１番地 

℡．0463－88－2777（後援会事務所） 
http://members2.jcom.home.ne.jp/shinji.yahiro/ 

 

 
改修が進む「ミライエ秦野」 
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平成２８年 第１回定例会 代表質問内容 やひろ伸二 
 

今定例会において、会派を代表し、市長の施政方針などに対する質問を

行いました。主な内容は下記となります。 

 
 

〔質 問〕市長は、平成 28 年度予算は「未来へ

つなぐまちづくりを前進させるための予算」と

言われているが、推計ではプライマリーバラン

スは平成 27年度から 6年連続して赤字が続くこ

とが予測されている。この状況を市長はどう考

えているのか？ 

〔回 答〕人口減少の克服と地方創生が全国的な

課題となる中で、本市が若い世代に「住み続け

たい」「住んでみたい」と思われる都市であるた

めには、今、積極的な投資を行うべき時期であ

ると考えている。借金と貯金のパランスを図

り、中長期的な視点から、後期基本計画５か年

の中でプライマリ一パランスの改善に向けて努

力していく。 
※プライマリーバランスとは 

借金(公債発行)などを除いた税収(収入)と過去の債務に関

わる元利払い(借入れの返済と金利の支払い)以外の支出と

の差(収支)のこと。 

〔質 問〕秦野赤十字病院の産婦人科で分娩業務

が休止してから既に１年以上が経過しているが、

平成 28年度も現状維持にとどまる状況。一方、市

内で分娩できる唯一の個人診療所が医師不足や

経営悪化などとならないよう教訓を活かし市内

の周産期医療が存続できるよう支援すべきで

は？ 
 

〔回 答〕今後も秦野赤十字病院の分娩再開を目

指しながら、市内における分娩環境の整備に努め

ていく。 

〔質 問〕「保育園落ち

た日本死ね」という

ブログが各報道で取

り上げられている。

心から怒りを感じた

のだと思う。直近の

本市の待機児童は 125人だが、現在、旧渋沢保育

園の園舎を活用し社会福祉法人が認可保育所設

置を進めているが、待機児童はゼロとなるのか。 

〔回 答〕待機児童解消は、難しい状況にあるが、

引き続き民間事業者に対し公民連携による公立幼

稚園などのこども園化などにより、待機児童解消

につながる様々な方策を検討していく。 

〔質 問〕流山市は、マーケティング課を設置し

自治体のＰＲを行い、共働きの夫婦をターゲット

としたキャッチフレーズ「母になるなら流山」を

掲げ施策を展開した結果、人口の転入超過数が

2,387人と全国 10位となった。現在、本市は、

広報課にシティプロモーション担当を置き対応し

ているが、今後の対応は？ 

〔回 答〕先日も「河津桜まつり」の会場に本市

の観光ブースを設置するなど、本市の知名度アッ

プに力を注いでいる。今後は、観光情報だけでは

なく、定住促進につながる効果的な情報発信に取

り組んでいく。 

〔質 問〕中井町のパーク

ゴルフ場は、年間 10万

人以上の方が訪れ、年間

約 2,100 万円の収入があ

るという収益事業であ

る。現在、新東名高速道路の高架下にパークゴル

フ場の整備に向け、中日本高速道路へヒアリング

しているが、現状の状況は？ 

〔回 答〕スポーツを行うことで健康づくりにつ

ながることも立証されている。現在、中日本高速道

路と協議を進めているが、他市の事例を参考に整

備に向けて努力する。 

☆☆☆ 市政相談は「やひろ伸二後援会」事務所まで ☆☆☆ 

１.プライマリーバランスの均衡 ３.待機児童ゼロ 

２.周産期医療の整備 

５.パークゴルフ場 

 

 

４.シティプロモーション 

 

 

 

中井町立パークゴルフ場 

分娩の再開が待たれる秦野赤十字病院 


